
揮
官

人

燈

つ

o
o
k
d

ム白

只
J
v
n
υ
?と

守
J

Z

4

H

吻

白

羽

uFF

&

7川
日
一

お

7
則
一

口
簿
一
一
一

入
没
収
一

総
合
公
爵
で
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
並
木
砕
蒲
掃
す
る
妻
蕗
の
方
々

に
五
一
臼
袋
)
と
い
う
信
じ
ら
れ
な

い
設
で
し
た
が
、
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
3

…
み
な
さ
ん
ご
み
は
持

ち
帰
っ
て
一
と
会
員
の
声
で
す
。

①
綴
葱
干
の
渚
綴
・
議
内
川
り

毎
日
行
っ
て
い
ま
言
。
会
員
の

人
は
一
車
や
人
が
多
い
街
中
を

離
れ
て
、
空
気
の
よ
い
析
で
働
け

る
し
、
来
る
人
に
も
官
同
人
で
も
ら

え
る
。
こ
れ
こ
そ
生
き
か
い
い

と
話
、
)
て
い
ま
す
。

①
察
媛
措
勧
の
伎
世
帯

女
性
の
仕
事
で
、
札
緩
や
宍
事

の
支
度
、
掃
除
な
ど
や
家
事
F
伝

い
か
ら
保
育
隠
の
必

J

え
、
留
守
需

也
市
徐
々
で
す
。

高
齢
者
の
万
々
の
震
か
な
経
験
と
知
恵
と
力
を
社
会
に
役
立
て
よ
う
と
、
問
削
和
五
十
五
分
八

月
に
発
足
し
ま
し
た
「
生
き
が
い
事
業
団
」
は
、
設
立
レ
て
ち
ょ
う
ど
八
年
た
ち
ま
し
た
。
業

務
内
容
は
着
実
に
句
ひ
、
会
員
へ
の
配
分
金
は
、
間
年
六
十
二
年
度
-
俊
一
一
一
工
万
円
に
進
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
は
、
活
相
織
を
続
け
る
生
き
が
い
事
業
閉
山
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

昭

和

六

十

一

一

住

江

皮

史

震

へ

の

同

町

叩

問

問

問

問

叩

叩

印

警

護

、

聖

書

比

較

し

て

主

?

」

引

引

計

れ

誤

認

主

計

れ

れ

れ

れ

引

引

験

女

将

ジ

JJJgf〉
冬
、
ん
穴

j
J
h♂
J
q

ノ
グ
〆
ぐ
会

λ

J

f
一
♂
(
〆

JJ

一
八
-
一
一
一
的
号
、
一
億
二
一
主
法
一
片
付
同

iい
は
け
げ
は
[
け
は
け
一

三

万

汚

に

な

り

ま

し

た

。

グ

ラ

議

員

露

出

川

普

段

釘

割

弱

総

ア

ご

も

お

わ

か

り

の

と

お

り

、

波

紋

仁

げ

机

拡

?

立

れ

れ

J
ハロ幻

基
準
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
日

4
3ぺ

吋

FEZ-E

ま

た

、

一

会

た

り

の

丹

芸

品

船

三

日

以

邸

主

治

問

邸

側

初

次

の

よ

う

な

仕

事

を

し

ま

す

。

即
時
分
童
、
約
一
一
一
万
八
千
五
需
品

J

Z

j

u

H

h

よ

立

ご

紹

き

だ

さ

い

。

と
な
り
、
前
年
と
比
較
し
て
野
液

;
m
;
:
i主
主

芸

霊

童

謡

内

向

号

、

喜

志

っ

て

い

ま

す

。

郡

三

宮

輸

出

臨

め

、

主

4
2
2

仕
事
の
総
件
数
は
、
二
平
八
百
牟
礼

l
i

持

|
(
H
i
-
-
7
4
i
l
l
h
h河
童

-

金

作

業

清

掃

、

除

草

四

十

六

件

で

八

人

吉

増

加

と

問

問

問

吋

同

比

m

m

m

m

事
一
般
事
務
主
同
組
長
調
、
経

!

4

2

2

1

C

9

8
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a

s

 

な
り
ま
し
た
C

1

4

1

1

1

q

湾
事
務

闘
相
暢
惜
別
に
み
る
と
、
除
草
や
諸
問
周
回
や
駐
輪
出
喝
の
海
一
婦
や
整
理
等
の
事
筆
耕
住
紫
状
や
案
内
状
の
あ

望
め
軽
作
業
が
一
ず
日
九
十
件
重
が
百
九
十
八
件
と
な
っ
て
い
間
離
種
疋
わ
ι

て
名
義
き
、
看
板
な
ど
ヰ

ポ
¥
檎
若
手
入
れ
め
L
人

工

会

ま

す

。

る

広

い

分

野

一

春

管

理

守

衛

、

係

長

等

装
・
ふ
す
ま
の
張
り
替
え
な
ど
技
特
に
、
植
木
の
手
入
れ
や
大
工
謀
こ
の
外
、
大
工
、
木
工
、
左
官
、

能
を
要
す
る
も
の
が
八
ち
六
十
八
な
ど
の
技
能
騎
系
は
、
中
し
込
み
会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
一
一
一
止
戦
叫
思
議
、
植
木
の
子
人
れ
な
ど
も
行

件
、
家
事
手
伝
い
、
税
守
醤
等
の
が
多
く
、
会
員
の
手
が
足
り
な
い
種
に
わ
た
る
広
い
分
野
で
活
問
惜
し
い
ま
す
が
、
技
能
識
は
会
員
が
不

サ
ー
ビ
ス
が
間
百
九
十
七
件
、
公
状
態
で
す
。
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
一
足
し
て
い
る
た
め
、
年
内
は
い
つ

'
!
?
》
2

j

f

R

9

部
室
叩
汁
}
ぎ
し
ょ
え
ば
い
で
す
。
反
対
に
一
事
務
的
な

鉱炉
h

J

く
議
1
芝
持
母
/
。

遊

詩

し

く

護

し

走

塁

品

/

①

絡

会

公

警

護

仕

事

が

少

な

い

の

で

、

ご

協

力

総
合
公
闘
は
、
毎
日
(
土
曜
日
を
一
と
、
呼
パ
ザ
か
け
て
い
ま
す
。

過
去
一
年
間
に
仕
事
を
し
た
と
う
ち
女
性
会
員
は
、
百
七
十
一
人
を
除
く
)
清
一
掃
し
て
い
ま
す
。
最

い

う

こ

芭

九

十

九

人

の

会

員

の

で

す

。

芝

、

こ

ん

さ

い

場

所

を

さ

れ

会

議

の

募

集

欄
方
々
に
、
感
想
を
お
同
室
す
る
仕
事
に
就
労
し
た
童
数
は
、
い
に
で
き
る
か
不
安
で
し
た
が
、
部
歳
以
上

mw
万

轡
と
、
「
楽
し
く
働
き
よ
か
っ
た
い
約
百
三
十
二
一
人
で
就
品
万
本
は
六
八
「
自
分
の
ほ
の
よ
う
な
気
持
ち
で

内
と
い
う
入
が
ほ
と
ん
ど
で
ヘ
八
宣
告
、
事
皇
室
奈
い
需
を
よ
の
思
い
が
実
り
、
総
生
皇
居
伴
い
、
会
主

τ、
品
川
事
を
し
た
日
数
も
「
ち
ょ
一
…
事
業
車
中
で
も
、
童
五
巨
人
合
公
害
訪
ぞ
来
る
み
な
さ
ん
不
足
し
て
い
ま
す
o

b
ハ
十
歳
以

t

L

う
ど
よ
か
っ
た
」
と
民
日
え
た
人
が
以
上
を
超
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
践
に
「
き
れ
い
ね
」
と
、
ほ
め
ら
れ
の
縫
演
で
働
/
l
g
欲
の
あ
る
方
、

V
L
U
Q引
で
す
o

会
日
自
主
義
の
方
も
高
い
就
労
率
と
な
っ
て
い
ま

Eう
に
な
り
喜
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
入
会
し
て
く
だ
ヨ
い
。
脳
血
外

一

も

更

で

い

る

」

と

い

う

差

す

。

議

一

援

護

軽

作

業

の

仕

事

が

増

加

し

て

い

ま

戸
が
八
七
校
あ
り
、
張
り
合
い
を
も
た
だ
し
、
時
期
に
よ
っ
て
は
、
月
一
一
凶
海
岸
の
清
掃
を
行
っ
て
す
。
湧
到
の
関
係
か
ら
一
、
町
村
万

y

っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
様
子
が
う
叫
盗
塁
守
め
機
一
縄
に
就
労
で
き
る
会
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
八
月

ii五
羽
の
万
一
は
大
教
授
」
す
。

ナ
か
が
え
ま
す
。
員
の
確
保
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
口
異
常
気
象
の
た
め
か
、
弔
問
譲
受
付
ほ
、
毎
月
第
一
匹
第
一
一
一
水

…

六

喜

一

十

七

人

が

思

議

一

事

季

語

な

ど

の

職

種

を

岸

突

き

言

宗

打

ち

と

け

曜

日

午

前

幸

吉

宗

い

重

斗

希

望

す

る

会

員

の

仕

事

が

な

か

っ

ら

れ

ま

し

た

0

さ
つ
そ
く
、
延
べ
聞
で
行
っ
て
い
ま
す
。
印
鑑
を
持

T

旬
以
会
員
数
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
た
り
す
る
時
期
も
あ
り
、
就
労
平
八
十
人
の
会
員
を
動
員
し
て
、
海
っ
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

務
戸
中
に
一
一
↑
人
増
加
し
、
六
百
一
千
を
上
げ
る
の
は
、
中
々
難
、
レ
い
よ
岸
の
排
出
掃
を
し
ま
し
た
。
出
た
ご
・
生
き
が
い
事
業
協
議
位
会
館

七
人
が
受
録
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
で
す
。
み
は
、
空
き
缶
四
一
万
悩
(
ご
み
袋
内
)
電
話
お
e

一
二
三
一
五
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な
お
、
火
災
の
問
い
ム
口
わ
せ
は
一
ム
営
支
部
伸
奈
川
支
広
一
億
一
審
錦
購
入
朗
読
の
譲
〕

平
塚
市
消
防
署
(
電
話
幻
一
一
二
一
二
一
千
一
百
五
士
一
一
万
円
一
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
機
器
一

四
O
)
へ

。

一

え

口

駅

前

広

童

館

工

事

s

笠

式

着

実

株

式

芝

五

藤

光

一

2
3
5
3
二
一
負
先
飛
鳥
媛
設
株
式
会
社
横
浜
一
学
富
山
市
一
億
一
ハ
千
九
百
平
工

:
;
2
t
i
u
一

支

庄

五

億

一

山

平

八

百

万

円

一

万

円

一

治

結

制

訓

練

を

一

l

i

l

-

-

i

一

言

集

望

書

に

対

応

す

る

一

人

奪

去

季

言

受

警

…

一

j
/
卒、;ノ
i
i李
会

一

言

;

く

一

た
め
の
い
間
防
剥
紋
が
行
わ
れ
る
。
一
♂

1FF

一

当
日
は
サ
イ
レ
ン
キ
Amyっ
す

の

一

立

一

汚

P
8
3
市

民

組

談

窓

で

一

7
¥
火

災

と

お

山

ま

い

な

い

よ

う

一

;

一

日

一

最

近

の

社

h
h
情
勢
立
花
を
豆
(
電
話
m
n
i
O五
三

一

足

マ

ヨ

時

三

号

室

主

哀

し

ヴ

¥

複

雑

多

様

な

人

警

護

一

宗

一

雄

一

人

野

一

八

ハ

三

f

m

u

吋
お
分
〈
〉
打
九
時
お
分
…
が
多
発
す
る
純
明
白
に
あ
り
、
他
人
一
(
電
話
公
五
二
七
一
)
…

蜘

マ

ム

広

場

防

災

支

一

に

対

す

る

思

い

や

り

ゃ

、

い

た

わ

一

ゐ

妻

子

夕

陽

ケ

丘

U
1
2

轍

詰

火

議

議

会

一

り

が

欠

け

る

1
っ
た
人
権
一
義
一
(
電
話
れ
い
ハ
話
。
)
一

明

:

J

一

5色
一

主

力

戸

ら

れ

る

。

て

繁

義

黒

人

事

M

m
一

た

会

J

社
r

J

掲
の
防
火
管
室
喜
一
市
民
志
、
築
山
寸
悶
人
権
遊
間
一
(
晴
男
や
此
花
町
一
心
一
一
…
)
一
付
、
年
金
を
そ
け
7
9
権
利
を
失
う

札

一

ιと
し
た
防
火
霊
会
が
関
か
一

(i
一
月
四
日

j
臼
。
法
務
…
@
宗
務
議
立
野
町
d
ム
一
こ
と
の
な
い
ぷ
つ
議
し
て
い
た

滋

一

れ

る

一

一

日

目

、

労

働

省

)

に

あ

わ

せ

て

、

人

一

(

電

話

幻

;

人

)

九

六

一

一

)

一

だ

き

た

い

。

牝

一

マ

口

時

辺

九

月

1
日
(
十
本
山
午
悼
比
一
時
構
法
始
、
相
談
所
を
開
聞
く
こ
と
に
な
ナ
校
外
伴
子
釜
山
丘
3

9

一
な
宍
間
王
子
ハ
「
一
匂
卜
ョ
円
以

封

一

る

。

一

だ

き

た

い

。

一

2
日

庁

、

一

っ

た

お

気

奴

に

ご

相

談

を

。

一

建

議

長

ω

一
ム
一
一
丸
一
一
一
)
一
蜂
め
一
段
約
it腕
め
尽
れ
の
あ
る

浦
一

4

一

円

山

入

め

関

向

井

一

寸

会

場

M
V
U
ピ
ル
刊
誌
附
会
議
室
…
マ
日
以
持
一
μ
汚
広
告
(
火
〉
午
後
一
調
査
で
民
土
霞
一
一
一
八
八
一
万
の
た
め
、
次
川
区
議
f
桑
ん
紘
一

ー

で

は

こ

の

覇

中

、

市

民

喜

一

会

た

ば

こ

や

た

ば

こ

の

投

主

ー

ー

1

7ヤ
ム

一

言

露

。

一

八

八

)

一

雪

行

う

こ

こ

に

な

っ

た

。

一

さ

ん

に

消

火

器

の

正

し

い

使

い

と

て

を

し

な

い

一

一

三

義

市

役

所

市

民

一

翠

室

一

j
i
l
l
-
i
i
l

一

E
E
M談
も
併
せ
て
行
う
の
で

す

応

急

手

当

一

の

方

法

号

、

火

災

ナ

子

宮

マ

ッ

チ

や

ラ

イ

タ

工

議

時

中

市

議

会

一

マ

設

副

長

人

権

護

委

員

一

一

お

け

向

上

言

。

一

予

防

を

呼

び

掛

け

る

ほ

か

、

震

一

遊

ば

せ

な

い

一

の

結

果

で

す

一

芸

人

譲

:

議

委

員

は

い

つ

一

平

塚

事

鐙

良

工

一

三

位

、

会

場

市
火
対
象
事
危
険
物
施
設
と
な
一
一

ιい
と

き

は

た

芝

を

し

一

一

で

も

裂

を

受

け

て

い

る

。

一

一

挙

の

表

彰

式

を

一

官

百

三

定

公

民

館

、

一

っ

て

い

る

事

業
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z

ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
供
給
が
停
会
す
パ
ル
食
品
(
梅
干

t
T
J

一
行
)
掛
辻
、

μ
d
h
る
一
い
こ
主
義
で
す
か
一
…
止
し
た
り
、
道
路
や
橋
な
ど
が
し
、
号
、
す
る
め
、
乾

一
気
女
性
2
・
9
%
で
、
男
性
一
量

iidyォ
J
寸
法
特
械
工
、
は
い
m
j
%
一
一
崩
壊
し
物
資
の
輸
送
が
で
き
な
問
、
悲
警
ど
)

ケ

一

語

議

ヴ

…

去

を

ぬ

・

8

ポ

イ

ン

ト

長

一

ポ

工

芸

品

野

仏

b
p
L
強

2
、
い
い
え
7
%
一
…
く
な
る
な
ど
、
市
の
災
害
復
?
?
ズ
主
義
議
、

万九一/〆

l

h

鞠
2
5戸時一ド
J
?叫
E
b
b
-
u
盟
諸
一
…
刊
誌
守
口
三
月
刊

千人
J
ノ

/Ja毅

鶴

雄

一

m

歳

代

2

9

%

と

一

番

多

く

…

4
E一

τ額

七

切

築

ま

す

が

、

2

?

と

き

は

一

ぃ

各

室

で

は

、

最

低

一

ニ

品

ス

、

コ

i

ヒ
i
な
ど
)

ケ

/

一

ノ

一

，

紘

一

ヂ

議

糊

外

通

へ

出

か

け

て

い

る

一

事

都

市

場

f

!

げ

瀬

一

ど

こ

へ

エ

2

5

す

か

一

ま

i主
食
糧
等
を
そ
の
他
(
粉
ミ
ル
ク

J

L
/ケ

官

官

一

議

日

付

視

野

一

日

一

駆

弱

i

t

-

-

尚

一

い

一

詰

村

山

一

九

日

一

…

備

E

i

-

-

i

l

メ

ン

な

操
作

t
筆
一
一
一
一
一
鰯
芳
一
さ
い
(
行
っ
た
方
の
み
)
一
再
」
国
協
一
逗
¥
i
i
j
、
¥
1
%
3
、
他
人
の
工
事
人
5
・
2
%
一
ド
な
も
の
は
き
で
あ
る
。
水

磯

良

〈

雪

中

審

鞠

士

一

1

4

平

洋

重

(

ハ

ワ

イ

、

グ

4

1

V

{

以
一
大
自
分
で
や
る
2
L
%
一

;;i:一

γ
;
チ
一
手
勾
一

顎
ぺ
I
関鴨川

h

〉

一

鞠

轟

醐

ヂ

ア

ム

な

ど

)

ザ

6

%

f

i

i

-

i

i

j

一

5

、

そ

の

他

ザ

2

%

一

一

で

行

わ

れ

完

結

果

は

次

の

と

お

表

選

警

~

一

一

~

覇

立

一

2

、

事

ジ

ア

諮

問

(

中

題

、

韓

関

げ

奪

事

審

議

一

社

交

ダ

ン

ス

議

了

。

(

奪

略

)

培
溺
鱗

mLト
し
γ同
購

器

棚

一

圏

、

台

湾

な

ど

)

?

%

建

物

を

建

築

診

る

に

あ

だ

っ

て

建

築

穣

認

を

受

げ

な

け

れ

ば

量

一

習

会

を

痛

く

一

マ

優

勝

山

下

レ

イ

ン

ボ

ウ

A

4
2
4
3ニ

j

f

:

i

l

i

-

-

i

i

i

曹

…

、

北

米

首

(

ア

メ

リ

カ

、

ヵ

を

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

が

、

ェ

一

メ

E

V

A

ふ
じ
み

ナ

ダ

E

M

・

8

%

新

築

構

築

し

控

い

制

的

仰

知

事

な

ぎ

た

受

芸

に

揺

を

一

平

塚

社

委

ン

ス

雲

で

は

、

一

マ

3

位

松

が

丘

、

金

出

ク

一

ブ

フ

罷

瞬

間

受

流

む

つ

い

て

ド

ィ

バ

け

U
U
)蓄
し

つ

れ

市

で

は

、

昭

和

的

年

4

月

1

日

え

な

い

崎

6

%

吋

u
u
j立
材
料
M
M
訪
れ
れ
リ
ー
の
社
交
ダ
ン
ス
講
習
一
一
婦
人
テ
ニ
ス

ト

ッ

ブ

協

太

平

洋

語

醐

一

関

口

一

何

日

uud-Lペ
リ
れ
れ
内
心
配
1
時
間
同
十
品
3
十
日
れ
い
U

人
は
J

U

M

U
パ

川

え

れ

一

U
M
一

日

間

(

1

5

(

月

て

は

一

大

会

の

結

果

年
齢
別
に
見
る
と
、
山
歳
代
、
い
る
。
そ
こ
で
次
の
こ
と
を
お
開
問
%
が
一
番
多
く
、
次
い
で
一
驚
は
い
と
答
え
た
人
を
撃
別
に
了
時
間
午
後
6持
1
8
雲
分
一
第
十
八
回
婦
人
テ
ニ
ス
ト
l
ナ

市
で
は
、
新
平
塚
市
総
合
計
函
レ
ジ
ャ
ー
や
仕
事
世
帯
哀
感
議
選
定
、
太
平
洋
諸
更
を
き
し
た
。
の
叫
%
、
露
の
お
%
の
順
一
に
な
見
る
と
喜
業
が
一
醤
多
く
一
マ
会
場
最
高
島
一
メ
ン
ト
大
会
が
十
月
七
暴
露

の
中
て
国
際
交
流
事
業
を
よ
り
か
け
た
こ
と
事
り
ま
す
か
人
が
き
、
叫
歳
以
上
に
な
る
と
雲
あ
な
た
も
し
く
は
あ
な
た
っ
て
い
る
。
M
a
長
次
い
で
主
婦
の
ヴ
一
マ
内
容
ブ
ル
ー
ス
、
ル
ン
バ
、
一
球
場
立
Jrわ
れ
た
。

霊
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
入
あ
る
宇
品
東
南
ア
ジ
ア
重
へ
長
わ
る
。
の
ご
護
で
、
著
襲
ま
た
は
向
指
警
に
ど
こ
へ
栂
が
を
し
9
%
で
、
勤
め
人
は
?
ヨ
%
と
一
ワ
ル
ツ
、
ジ
ル
バ
、
マ
ン
ボ
な
ど
一
震
は
次
の
と
お
り
。
牽

参
考
資
料
と
す
る
た
め
、
お
警
2
、
な
い
?
1
%
守
あ
な
た
も
し
く
は
、
関
鰭
護
す
る
蓄
が
あ
話
す
か
ま
し
た
か
一
一
位
で
あ
る
。
一
マ
対
象
君
主
位
、
事
、
在
一
略
)

し

た

。

出

か

け

た

Eが
あ

支

星

空

襲

の

さ

誌

で

の

菜

1

、

君

子

2

%

1

、

工

務

底

部

。

4

%

一

学

で

全

日

程

震

で

き

る

万

一

マ

憲

一

一

嘉

義

。

平

安

一

問
問
1
あ
な
た
は
、
こ
れ
ま
マ
に
別
で
見
る
と
、
男
性
が
苧
7
譲
の
あ
る
惑
い
ら
っ
し
ゃ
い
一
i
l
i
l
i
-
-
l
i
[
l
i
l
i
-
-
i
j
i
l
i
l
1
1
1
一
マ
参
襲
撃
一
品

一

F
、

一

み

電

謡

曲

込

可

)

に

記

入

の

~

ヨ

ん

一

円
v
申
込
期
限
1
月
幻
自
(
火
)
一
【
V
2
位
幸
松
邦
子
e

殻
久
枝

葉

セ

ン

タ

ー

妥

結

護

8

5

3

1

Z

ー

と

ス

ポ

;

ヅ

教

室

開

く

一

見

附

喜

善

芸

人

平

時

7
2
1台
体
育
喜
一
美
子
組

え
ニ
ュ
I
ミ

コ

!

ジ

ツ

ク

一

一

市

ス

ポ

ー

ツ

振

興

対

四

凶

(

電

話

3

一

育

誘

(

電

話

3

z

δ

六
O
)
一
マ
3
佼
後
議
孝
子
@
大
庭
め
，

〉

:
1
3
3
/コ
ザ

7

%

一

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

@

ス

キ

!

な

ど

一

i

O

一

O

一

一

)

へ

。

一

一

}

:

一

語

、

委

譲

子

。

護

者

集

て

て

し

護

部

負

年

齢

型

は

、

議

雪

量

一

，

一

一

日

月

以

尽

に

平

一

4

代
か
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
叫
歳
代
、
一
財
団
法
人
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
主
主
績
)
一
口
i
ド
レ
i

ス

一

一

市

民

2

1

5

2

5

2

4

9

%

m

需
要
量
1

2

5

ス

ポ

ー

ツ

に

殺

し

一

マ

参

加

料

開

万

一

一

吉

(

宿

泊

一

の

出

場

者

募

集

一

塚

あ

る

く

2

7

j

j

ゾ
ブ

か
カ
ル
チ
ャ
ー
事
業
事
昼
間
員
会
事
広
報
紙
か
ら
知
っ
た
人
を
歳
代
が
蓬
を
そ
れ
ぞ
れ
吉
一
み
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
ス
ポ
一
費
、
雲
代
事
費
)
一
一
平
塚
あ
る
く
会
で
は
紅
葉
を
一
ト
ボ
!
ル
結
果

と
の
共
僚
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
次
年
齢
別
に
見
る
と
、
印
歳
代
が
が
分
か
れ
て
い
る
。
了
ツ
教
会
を
開
く
。
一
マ
申
込
書
参
加
料
添
え
て
と
平
塚
市
陸
上
競
技
協
会
で
は
、
正
め
な
が
ら
護
絡
を
歩
く
。
一

の
よ
う
な
皇
文
化
重
量
僕
?
4
%
と
最
も
そ
最
是
認
催
し
物
を
警
ず
る
場
一
事
詩
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
毅
一
月
百
午
前
B
誌
分
か
ら
一
第
二
十
一
里
塚
市
民
ロ
i
ド
レ
!
一
寸
日
時
百
官
(
臼
)
章
一
第
九
閉
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ

し
て
き
だ
か
っ
た
の
が
義
代
の
守
完
全
警
都
合
の
よ
い
白
は
…
蜜
(
譲
二
一
警
暴
入
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
一
ス
大
会
の
出
書
室
棄
す
る
。
一
確
率
羽
軒
以
上
の
時
は
幻
自
一
ル
大
会
主
警
学
校
を
中
や

ら

竹

歌

舞

伎

、

読

売

日

奈

川

会

で

あ

っ

た

。

1

、

棄

の

夜

予

晃

一

マ

日

程

ロ

月

5

B

(

月

)

、

6

一

還

す

長

背

苦

(

毘

)

話

一

(

日

)

以

後

中

止

一

場

と

し

て

行

わ

れ

た

。

楽
毘
、
ピ
リ
1
ボ
1
ン
語
、
文
守
護
主
主
か
あ
り
ま
2
、
平
日
量
ヤ
8
%
一
日
(
火
)
、
8
臼
(
木
)
、
;
一
マ
品
1
月
9
5
(
5
1
3
一
9
時
1
7
集
合
午
前
7
雲
分
平
塚
駅
一
文
言
語
内
各
地
区
、
h

差
益
、
松
竹
歌
劇
問
公
演
す
か
3
、
日
曜
日
喜
一
や
2
%
一
(
金
)
、
吉
(
丹
)
一
月
げ
日
(
金
)
の
月
十
金
曜
一
マ
会
場
吉
沢
小
喜
一
ヤ
遠
藤
一
改
札
口
一
撃
の
グ
ル
ー
プ
で
編
成
し
た
一

ア
ル
ブ
レ
ッ
ド
ハ
ワ
革
問
、
浪
人
あ
る
ヲ
3
%
第
五
言
、
男
性
は
渡
米
了
時
間
午
前
9
窓
マ
ロ
時
一
目
、
議
院
ロ
ヨ
1
ス
、
同
5
一
マ
コ
ー
ス
平
塚
駅
|
童
平
一
十
七
チ
ー
ム
が
参
加
、

也

大

会

え

な

い

m

-

7

%

の

夜

が

日

間

a

s

%

、

在

は

平

日

一

マ

会

場

見

盟

問

書

館

で

時

間

第

l

コ

ー

ス

午

前

9

一

姫

の

沢

公

額

十

圏

一

峠

白

金

山

間
8
あ
な
た
は
、
裏
の
惨
し
守
あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
一
な
の
昼
5
・
8
%
で
一
番
多
い
。
一
V
対
象
市
内
在
、
事
量
一
時
お
す
凶
器
分
、
第
2
コ
l
市
内
在
住
、
在
勤
、
一
悪
事

物
が
上
演
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
催
し
物
在
鑑
繁
レ
た
い
と
怠
い
ま
関
口
あ
な
た
が
好
み
の
催
し
物
一
人
目
別
人
(
先
着
痕
)
一
ス
午
前
山
丹
羽
分
1
U
時
(
高
校
生
以
上
)
一
平
塚
駅

11月27Eヨ〈諮〉

午後 1時存者積

中失公渓鍍ホーJv

{滋演弱体}

・県立高浜高校乙女文楽部

@前鳥庭

・豊田ばやレ保存会

・前鳥神社噛…F太鼓保存会

担 当 役会教育課文化財併護係

霊雪

ところ

とJ 
Kふ。

ぷT
d 

みなさんでまちをきれいに

とき 11月27日(
午 前 8時-12時

。雨天の場合は12F!4白(臼)に

延期。延滞する場合は午前呂

時に広報無線でお知らせする

湾掃する場所

・自宅付近の道路

・広場、公麗等公共の場所

.平塚の海岸
平理?有害毒イヒ還襲告書聖施本務{葱翠液型罰金難務議)



い

ま

た

か

す

か

二

一

一

つ

濃

ん

で

く

だ

さ

い

を

襲

す

る

書

、

チ

ケ

ッ

ト

の

一

マ

参

加

料

一

千

五

百

円

マ

会

場

長

主

宵

館

一

マ

種

目

望

号

、

U
M

ル
良
一
マ
持
参
す
る
も
の
弁
当
、
本
一
略
)

ー
、
知
っ
て
い
た
叩
で
1
%
1
、
歌
謡
曲
ヲ
1
%
繁
い
求
め
や
す
い
料
金
は
一
マ
申
込
期
限
ロ
月
初
日
(
水
こ
す
対
象
市
内
存
住
の
婦
人
一
一
一
首
一
5
キ
ロ
日
刊
刊
歳
以
上
5
J
灯
、
女
一
筒
交
遇
費
一
千
六
一
口
八
十
月
一
マ
優
勝
横
浜
ゴ
ム
尚
一
好
会

2

、

知

ら

な

い

?

9

%

2

、

室

部

置

5

%

1

、

一

一

一

主

子

会

一

〔

ス

キ

!

撃

〕

丈

(

名

コ

ー

ス

百

五

十

人

)

抽

選

一

子

5

J

M

一

マ

問

い

合

わ

サ

集

長

台

体

育

一

マ

2

位

高

球

友

会

問
問
7
4
玄
に
相
門
か
ら
日
開
り
ま
し
た
3
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ヤ
8
%
2
、
二
千
円
ヤ
9
%
一
マ
日
程
湾
9
日
(
念
日
ロ
一
三
戸
詔
一
千
五
百
円
一
マ
参
加
料
一
般
五
号
、
喜
一
館
市

か

4

、

ク

ラ

ッ

シ

ッ

ク

コ

ン

サ

ー

ト

3

、

一

千

円

問

。

1

%

一

白

(

包

)
j泊
3

臼

一

寸

申

込

期

間

口

月

一

昔

(5
一

牛

一

一

二

百

円

一

C)

1

、

市

の

広

譲

?

%

?

?

、

そ

の

他

4

・

9

%

一

守

会

場

主

義

国

際

ス

キ

一

1
1
2話

料
と
印
一
マ
申
込
期
限
月
官
(
火
)
一

2
、
ポ
ス
タ
ー
日
比
・
8
%
5
、
護
制

n
・
1
%
一
一
一
千
門
以
下
の
料
金
を
希
望
す
丁
場
一
鏡
、
と
叫
内
切
手
を
持
参
一
申
し
込
み
は
、
参
加
料
を
添
え
一

3
、
知
人
・
友
人
8
。
3
%
信
、
演
劇
刷
引
ヤ
5
%
る
入
院
全
体
の
鈎
a
2
%
を
占
一
マ
対
象
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
一
帯
申
し
込
み
い
ず
れ
も
所
定
一
て
、
見
附
台
体
育
館
内
体
育
課
一

4

、

新

開

3

・

宮

%

7

、

歌

鋒

伎

門

U

・
5
%
め
て
い
る
。
一
学
で
満
児
歳
以
上
の
男
女
叫
人
一
の
用
紙
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バ
ド
ミ
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ト
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教
笠
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一
(
電
話
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一
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O
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O
)
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司
司
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流
選
李
の
出
場
で
…
ア
レ
ピ
中
継
も

fZ毒器量V-'童寵448至雪
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沼本綾代 2伎の好書記録にニッコリの松野選手

くあ〉

トップは黙々と殺る小さな大滋芋松聖子務重量好記録続出に整理事寄も大饗び

語

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
出
土
し
た
。

競
技
て
品
由
一
躍
し
た
松
野
明
菜
、
高
そ
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
、
女

野
進
、
溝
口
和
洋
な
ど
の
一
流
選
子
一
二
千
げ
で
は
、
日
本
新
記
録
が

手
が
十
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
飛
び
出
し
ま
し
た
。
期
待
の
松
野

に
平
塚
に
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
明
美
選
手
+
ヱ
ム
子
五
千
ぷ
で
、
日

平
副
都
競
技
場
で
一
関
か
れ
た
第
一
二
十
本
暦
代
二
伎
の
自
己
ベ
ス
ト
岸
牛
山

六
回
世
話
業
開
凶
対
抗
際
上
競
技
選
手
す
な
ど
、
計
十
闘
の
大
会
新
が
生

権
大
会
に
出
場
の
た
め
で
す
。
ま
れ
、
観
客
も
大
喜
び
で
し
た
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
競
技
場
に
ま
た
、
十
年
後
の
第
五
十
一
一
…
回

は
、
百
本
新
記
録
が
生
ま
れ
る
の
国
民
令
官
大
会
が
神
奈
川
県
で
関

を
一
呂
克
ょ
う
と
期
待
し
て
、
古
川
健
在
れ
ま
す
。
平
塚
市
で
も
、
こ

畏
の
み
な
苫
ん
と
、
全
額
か
ら
応
の
図
体
の
会
場
を
誘
致
し
よ
う
と

援
に
か
け
つ
け
た
約
一
万
人
の
観
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

等
が
、
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
も
、
ぜ
ひ
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

走って跳んでなかなかむずかしし、 100mノ¥ ドノレパトンタッチはりレーの重量吾妻ポイントです

有
名
明
暗
字
を
克
つ
け
よ
う
と
双
眼
鏡
を
の
ぞ
く
子
供
た
ち

ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
と
講
習
会
を

平
塚
ボ
ウ
リ
ン
グ
一
望
ム
で
は
、

パ
ー
ル
レ
ー
ン
を
会
場
に
ボ
ウ
リ
一
膏
品
開
で
行
わ
れ
、
八
百
六
人
の
一
忠

ン
グ
大
会
と
講
習
会
亭
拍
聞
く
。
一
剣
士
が
日
ご
ろ
鍛
え
た
技
を
競
つ

参
加
さ
れ
る
方
は
、
当
日
夜
接
一
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。
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萩
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迫
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、
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四

で
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ゲ
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勝

構

井

太
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2

X
一
{
ボ
ウ
リ
ン
グ
議
醐
閣
議
}
一
位
佐
藤
淳
、
3
位
務
谷
泰

一
円
一
マ
臼
一
時
毎
月
第
2
a
第
4
臼
曜
一
典
・
石
塚
文
彦

判
一
尽
の
午
前
日
時
1
午
後
O
時
初
分
一
門
中
学
生
男
子
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千

円
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勝
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谷

川

敦

司
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2

位

レ
一
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い
合
わ
せ
は
、
県
出
則
合
体
育
一
沼
田
勇
太
郎
、
3
位
古
川
沼
豊
久

壮
一
館
内
体
育
課
(
一
議
活
字
i
一ニ
O
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一
{
小
学
正
午
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子
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俊
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O)
へ
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…
山
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の

結
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一
二
郎
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塚
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ゲ
1
1
1
F

ボ
!
一
地
希
子
。
上
野
美
智
子

一
ル
大
会
が
十
月
二
十
日
総
合
公
開
一
7
4
年
媛
勝
縞
関
口
内
存
、
2

一
内
の
平
塚
の
は
ら
っ
ぽ
で
行
わ
一
位
仁
村
美
マ
昔
、
3
位
石
虫
、
前

一
れ
、
七
十
丘
チ
!
ム
六
百
人
が
参
一
子
z

小
松
こ
f
ろ

一
郎
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
結
果
一
マ
5
年
後
勝
日
井
ゆ
き
の
、

一
は
次
の
と
お
り
。
(
敬
称
腕
時
)
一
2
位
武
井
早
仲
間
、
3
位
浅
間

一
マ
俊
勝
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衣
B

一
歩
a
吉
川
み
ゆ
き
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位

松

風

呂

一

マ

S
年
旧
西
勝
石
山
綾
己
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佼
薦
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茎
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4
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大

会
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果
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露

皇

室

、
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位
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…

一

林

務

穂
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位

棺

原

徳

ヂ

一
第
一
二
十
二
研
一
婦
人
パ
レ
i
ボ
i
一
門
毘
体
}

一
ル
大
会
が
一
一
十
四
一
チ
ー
ム
参
加
一
優
勝
敬
武
館
、
2
位
協
博
物

一
し
、
十
月
十
一
一
一
因
究
窓
口
体
荷
館
一
館
、
3
位
南
部
支
部

国際友好シンポジウム・国際交流のあり方を考えるつどいく野守合体幾重吉(電話31--3057)

開政時留 卓球、パドミント、ン、ハスケッ

ト、軟式庭球(，~同日制、ハレー (16f11f~)

日月呂(汚〕午捷 1時~午撞 8時

o 12s319日(月 1/

e ドナjレド・ワェイン@メイピン(L1 0 ) 
・料#世平 βム器市教育委員 1 

ロブチミストj

e 佐藤王子(箇i車協会平塚支部)

・水嶋健(平塚青年会議所)

・本山俊幸(青少年訪中図OB)

担当 地域づくり課市民文化係

。パネル討論
スト

11月26呂 〈ニ幻
午後 1 時~4時20王子

きと

ところ 中央公民鯖ホール

入場無料(先着700人〉

書再 1部 アトラクション「朝鮮の民族芸能」

第 2部 義務静号満 塁君際交流に対する市民意輩識

講師東海大学留学生教育センター

所長柴田俊道氏

。霊長E設公主主縁体育童書(電:活31--2]則

前開放撞毘 パレー(9 時~13時)、パドミン

入ン、卓球(13時~16H寺)、パスクツ1'- (16 

IJ 子 -~2(印刷、

毎日月21日(丹)午前 9時~午撞 8時

• 12月 S罰(月)ノ/

。12s319日(月)ノ/

※ lJlタ]"-0)~fl しょムみは 12 J.j 1 rl 9時から

各噂隠ともラケット、シャトノレ、ポー

んは名由持事を、また、 Jとばき用量量動ぐ
っそ用意すること。

E語指に利用できます

ただし、占飛はで君ません



一
ロ
ー
タ
リ
ー
賞
小
霊
弘
(
間
一
マ
応
募
資
格
市
内
夜
住
、
在

一
崎
)
、
湘
南
新
聞
社
党
一
連
帯
県
母
…
動
、
在
学
の
方

一

美

(

小

田

屋

市

)

一

マ

喜

案

発

表

突

入

自

身

一
{
官
官
選
応
募
百
十
七
点
一
の
作
品
に
限
る
室
内
ご
と
に

一
由
市
長
賞
一
一
高
山
寿
(
大
弁
一
別
の
は
が
き
を
使
回
附
す
る
。
た
だ

一
町
)
、
平
塚
写
真
連
盟
会
長
合
一
し
、
詩
は
原
稿
用
紙
③
か
い
喜

一
を
宝
央
に
配
し
、
パ
ッ
ク
と
の
誠
一
萱
憲
一
蹴
(
上
吉
沢
)
、
議
長
賞
一
で
明
確
に
書
く

…
和
の
中
で
一
造
型
的
に
処
理
し
た
官
向
一
宮
田
雅
子
(
南
金
目
)
、
教
育
委
一
一
〉
応
募
期
限
ロ
月
初
日
(
土
)

一
山
寿
さ
ん
の
作
品
「
オ
ニ
ヤ
ン
一
員
会
賞
三
浦
貢
(
夕
陽
ケ
一
応
募
さ
れ
る
方
は
部
門
、
住
所
、

一
マ
」
が
選
ほ
れ
た
。
主
な
入
賞
者
一
丘
)
、
文
化
連
盟
後
倉
田
淑
z

一
氏
名
、
電
話
番
目
…
y
J
、
勤
務
先
を
記

一
は
次
の
と
お
り
。
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(
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。
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作
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:
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著
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美
術
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一
子
さ
ん
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作
品
「
混
度
感
覚
二
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
一
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し
て
も
ら
う
、
市
民
主
一
耳
一
冬
一
申
基
金
、
は
が
き
に
肉
体
一
③
応
募
占
、
数
は
何
点
で
も
よ
い
一
傘

一
の
回
お
震
を
生
か
し
、
単
純
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一
ま
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?
と
妥
協
門
に
は
オ
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ヤ
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一
さ
ん
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日
ご
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喜
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告
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美術(J)都市長賞「議度感覚j

金高主主子さん(透賂宿T)

事

げよ占

アみと

ピ

籍 448望号

ふじみ野団地集会所

海宝寺

※量豊田公民館

※ Eヨキ寸ちびっと広場

城島公民館

※附崎小学校

※金巴公民館

土屋小学校

※吉沢公認書官

小税制文学

生 還 石 原 慎 太 郎

懲役絵図師 安部議ニ

万年の夢 中島捗

いくつかの気紛れ 務調J 道

血族神話 和田はつ F

産婦人科病 棟 nJ11 晴

那須の水雪 次司王j資子

Bのうフソンク 菊地秀行

パリの農夫 ノレィーアラゴン

トパーズ 村上青匡

幕末純情伝 っかこうへい

家 庭 ・生色 r霊

老人の在宅看護 浅野仁

老眼も規カ減退も治った 平松欝子

食卓その空間と積出 木村ふみ

食と健農を地 理からみると

鳥回車夫

犬の す べ て がわかる本 宮里子のり予

忙しいママの安 心 離 乳 米 l]J玲子

ストレス健康 丸野広

フラワーラッピング 長谷良子

新・着fすと帯の小-13科 長沼静

社会科学 ・ その他

たかが江JけされどJ主Jii i工111 卓

韓国語が面白 いほど身につく本

韓誠

1999年以後 五島勉

江戸の都市計轡 鈴木耳童生

写真術 ポール・ピル

私の映画手帖 辻邦生

アメリカ大学への道 中山茂

人生を二倍に楽しむ女の臼常生活学

深尾凱子

s.カーネル

すんーブjレ義邦銀複製絵蕊緩

セザンヌ、ルノア ル、ミレ 、フーダン

の作品10出を展示する。

e 賠間 12月四日(金)~お(日) 0) 9託子

~21時(日曜己は17時まで)

古しめ織づくり

絹子でLめ縄を作る。

匂日碍 12月 17[)(土)14H き'~16時、 18 日〈日 J

10時~12時

ー対象親子30人〈申込制〉

会体館日 寄 i揖丹曜日、 11円24日

響少年金鵡

キ254浅間町12-41 電 話32-7029 

合体験学望書 fおかさぎりず下りj

陪わらを憤って正月に飾る一文飾り、ゴボ

ウじめなどのおカ、ざりを作る。

b 汀時 12日25日 (円 10君子時

号会場博均館ト学教室

ー定員 50人体盆選〉

-材料費無料

。甲し込み 月 15fJまでに仕檀はがきて

す博物館料行物草壁内

博物舘では伐の刊行物を有料需布してい

る。博物館受付でお求めを。

大磯丘陵の地質900円、平塚鳥類誌60C丹、王

子台遺跡500円、湖南植物誌800円、シダ植物

標本目操500;守、展ノ諮る500円、平旗印季

の自然500円、平塚Eイムめぐり 550円、相模川流

域幻自黙と丈イ出00河、相損湾の魚と魚掛500

問、指の生きものたち500円、飛騨の民具300

円、神奈川のイヒィ5800円、相撲川流域白横穴墓

800PJ 

合体重量学習「和紙づくりJ

和紙づくりの技法と技術を学ぶ。

日時 11月278 (日) 9 時~15時
会場博物蕗科 学教室

ー定員 20人〈抽選〉

材料費 700円

⑤由し込み 日月17日までに往複はがきで

官察後見~会「木還と冬の獲7こちJ

望遠鏡で木援を観察したり、冬の星空各見

る。る加自由っ

・ 日 時 四 月 2日(金) 18持~即時

会場博物鯨科学教室、尾上

官検事霊会

。孔月27日{段) 10時、時 3措 ホ ー ル

「藤本能道白色措暗器J カラー 33分

色絵唖器のイケ車藤本能道が奥多産自青梅に

工罵を持ったむは、昭和48年、 54競のときで

ある。伺度もテストを試みるうちに、「軸描加

事」と名付けた新しい技法を生み出した。

しかし、藤本能道の色絵臨器への揖紫と探

索は、いまだ終わっていなし、。

肯卒事Eフィルムの策し織し

視聴覚ライブラリーでは、平和関部0)16ζJ

フィルムを子供会なと白盟体に貸し出してい

る。ご利用を0

・フィルム F樟戦争後の地球(地成長

f東京ヒロシマ子ども派遣問 1

す こ ど も 挟 萄 余

③ 12月11日(田)四時、 14時 3檎 ホ ノ レ

「赤いろうそ〈と人魚 23分

「怪談事芳ーものがたり 25分

合開輯時間

・貸出室、事考室

火~臼曜日

金曜日

-こども室 火 ~ 土 曜 日



鎗 448望号

妊嬬中と産撞白栄養，映画「生命

創造」

覇撞期{蛭揺8か月以韓的方)

12月 24日午前 9 時30分~11時30分

映画「母と子のきずなy 持ちゃん

の育て方

12月268 午控 1 時30分~4 時
赤ちゃんのおふろ・お産の進み方

と産後の過ごし方・呼吸法

盟会場揮纏センタ

関 主 治 医 の 許 可 を 得 て か ら と 書加

を。 24日はお記さんもどうぞ。

署覆持書するもの 躍す俊妻鹿手帳、筆

言日用具(全口程共通)、スラックス

( 5 と日)、さらし、裁措道具

(J2白人工ブ口ン、三角巾、タオ

Jレ (19日)

〈ブ〉

母様盤センタ

平塚市中葉34-17 電話34~-^0311

骨平嘩慌館所

平球市費原町 6-21 電話32-0130

欝受付午後 l 時~2時

盟会場保健センター

鋪母子瞳躍手帳本冊。別冊、筆記用

具、歯ブラシを持参

[3ヵ、月L号]

.12月7fヨ 63年 8 月 1 日~1O日生

命 12月21日 63年 8 月 11 日 ~20日生
12月 27日日包 8 月 21日~31日生

い車5か汚児}

・12月 6日 62年 6月 1日-10日生

・12n13日 62年 6 月 11 日 ~20日生

・12月20日 62年 6 汚 21日~30日生

[ 3趨児]

・12月 1臼 60年10月 1 日 ~10日生

.12月15日 60年 10月日目~20日生

・12月22臼 60年10月21日-31日生

語審欝 1期 対象は 3か月以と 4歳 未

捕の乳幼児。 3週間から 8i車問の

潤隔て 3回受ける。

繍 第 2期第 1期の 3~弓院の接種目

から 1年 以上 1年 6か月以内に 1

['~I 受ける。 5 措 6 か月にノ童する

まで受けられるが、 4歳までに終

fすることが望ましい。

鱒開業医、時院て接種できる。按種

汀は史的Jとご相談を。

鶴料金摂料

簡保険証、母子渡市 F曜を持主主

盤対象昭和63年 ，1Jj1 U、5月30

日生まれの乳児のお母さん

親日時 12j:-j 9 H 守的10時 -11昨

30矢ナ

露窓会 場保娃センター

舗内容離乳食の進め1'5.試食

罷前期(妊螺 6カ、月までの方)

12}'j 5 f:::l 午甚 1 時30分~4 時

妊指中の体の変化と過ごし方・妊

婦体操

12月128 午告を 1 時30分~4Uき

お母さんと車ちゃんの富の樹生・

お産の準掃と赤ちゃんの衣類

12月四日 午 前 日 時 ~ 午 後 2時30分
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品

襲

警

は

さ

が

り

露

F

三

討

議

地

域

づ

く

り

諜

市

民

生

語

言

語

っ

て

く

だ

さ

い

+

花

、

必

道

一

一

六

三

)

へ

。

(
2
1
3
均

5
1
6
謙
三
一
段
ベ

J
I
l
l
f
i、
〈
〉
諮
り
ま
す
男
子
礼
緩
(
身
長
百
五
ッ
ド
、
ベ
ピ
!
ベ
ッ
ド
、
テ
レ
ビ
、
こ

皆
さ
ん
の
弓
」
協
力
で
、
問
い
A

口
わ
せ
え
が
)
、
冷
翠
房
用
エ
ア
コ
ン
、
加
た
っ
、
こ
た
つ
ぶ
と
ん
(
掛
、
敷
)
、

が
増
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
の
と
き
湿
器
、
ガ
ス
レ
ン
ジ

(
L
P
G
)
、
ピ
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン

に
は
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
ア
ノ
、
女
子
用
自
転
車
(
小
学
1
1
3

ス
、
力
j

チ
ェ
ア

激
し
い
腹
痛
と
血
尿
で
あ
る

が
、
痛
み
が
二
十
四
時
間
以

上
続
く
こ
と
は
ま
れ
で
、
時

J

に
は
ほ
と
ん
y
議
み
の
な
い
…

こ
と
も
あ
る
。

結
お
の
大
当
与
口
は
八
ミ
リ
れ
一

以
下
の
も
の
が
多
く
、
自
然

J

折
詰
が
可
能
な
の
で
多
量
の
一

一
本
を
飲
む
こ
と
が
排
討
を
助
川

け
る
大
き
な
力
と
な
る
。
一
…

か
月
以
上
結
石
が
移
動
し
な
け

け
れ
ば
、
内
裏
に
よ
る
超
一

音
波
破
砕
法
や
、
衝
撃
波
に

よ
る
体
外
腎
結
右
破
砕
装
澄

h

に
よ
り
、
結
石
を
除
去
し
手

h

術
を
要
す
る
例
は
少
な
く
な
一

った。臨
問
結
古
川
は
再
発
率
が
高
い

く
、
成
国
外
析
に
よ
る
食
事
九

療
法
の
外
、
適
度
の
運
動
と

水
分
を
殺
る
こ

εが
再
発
話

止
に
欠
か
せ
な
い
。

蓄
を
受
け
取
り
保
管
す
る

く〉期締 12，湾 2a (重量)~4 (臼)

午前史時3C分~午後4時 30分

12月 4沼 {臼)は今ニ後 3時まで

中央公5霊童書

2~護衛Nギャラリー

く〉会主義

一勤務iま愛穫と皇警官を与をもって事ぎてようー

最近、犬や猫の苦情が増えている。飼い主

の方は 、伐 のこ とを よく 守っ てf也人に述感を

かけないようにしよう。

① 近 所に 迷惑 をか けな い心 配りを

①必@警なければ不抵、ヨ缶勢事柄を

① 犬 の 散捧 は、 必ず 「ふ んの始末j

鰻の藩用 iを

①犬の 放 し 飼 い は 危 険 。 絶 対 にやめよう

⑤問い合わせ 中央公認皇官(電話34-2111)担当 健 康 諜
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号

紹

和

七

十

三

年

f
-
の
神
奈
川
間
体
に

{
向
け
て
県
は
準
備
を
一
開
始
し
、

平
塚
事
、
も
間
出
体
誘
致
委
員
会

が
発
足
し
た
と
い
う
新
関
記
事

を
読
み
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
今
後
国
体
誘

致
の
た
め
ど
の
よ
う
に
活
動
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
、
総
合
公
開
で
一
沼
体
を

観
戦
し
た
い
も
の
で
す
。

〈
松
脂
期
待
同
悶
修
ざ
ん
)

l
i
ーν

今
年
の
一
一
一
月
に

j
l
l
一
千
一
昭
和
七
十
三
年
の

神
奈
川
悶
体
が
決
定
し
、
県
で

は
隠
体
準
備
室
と
準
備
委
員
会

を
設
鐙
し
ま
し
た
。
準
議
委
員

会
で
は
岡
田
体
の
メ
イ
ン
会
場
を

は
じ
め
、
各
競
長
種
目
の
担
当

市
町
村
を
決
定
ー
U

ま
す
。

そ
こ
で
、
平
塚
市
で
も
平
塚

市
会
場
誘
致
委
員
会
設
立
総
会

を
十
月
十
八
日
に
開
き
ま
し

重喜448望号

マ
日
時
日
月
四
日
(
L
L
)

午
後
l

時
却
分
3
4持
却
分

守
会
場
藤
沢
市
労
構
会
館

V
講
構
「
高
齢
化
社
会
下
に
お
け
る

教
宵
問
題
」
横
浜
開
立
大
学
教
授

平
出
彦
仁
氏

マ
そ
の
地
意
見
発
表
、
会
場
討
論

マ
申
込
先
湘
南
地
ロ
血
行
政
セ
ン
タ

ー
県
民
課
(
電
話
幻
一
一
七
一
一
内

縄
二
一
四
〕

毎
年
目
月
に
人
る
と
登
記
事
務

が
増
大

υ
、
今
誌
も
受
件
詮
は
通
常

白
2
告
と
予
想
さ
れ
る
。

登
記
申
請
お
よ
び
資
記
簿
の
勝

本
・
抄
本
・
間
同
覧
・
印
鑑
証
明
な
ど

の
請
求
は
お
早
め
に
。

問
い
合
わ
せ
は
、
横
浜
地
方
法
務

局
平
塚
出
張
所
(
電
話
口
六
五
五

七
)
へ
。

県
内
心
事
事
業
所
で
慣
用
さ
れ
る
労

働
者
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
た
。

マ
最
低
賃
金
額

1
日
四
千
円
(
賃

金
が
時
時
間
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い

る
と
き
は
、

2
時
間
五
百
円
)

マ
問
主
日
目
月
日
日
(
日
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
神
奈
川
労
観
基

準
局
(
電
話
。
四
五
六
五
一

i

一

委
員
会
の
目
的
は
、
国
体
の

会
場
を
平
塚
市
に
誘
致
す
る
こ

と
と
し
、
そ
の
役
割
前
は
、
誘
致

を
蒜
望
す
る
会
場
の
遼
定
や
会

場
一
誘
致
に
対
す
る
支
援
を
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

王ζ国
民
金
融
公
揮
で
は
、
来
年
4
月

に
高
校
・
大
学
な
ど
に
進
学
さ
れ
る

Z
J
悦
そ
持
つ
方
々
に
、
奈
チ
に
必
要

な
資
金
を
融
資
し
て
い
6
0

マ
融
資
額
1
進
学
者
あ
た
り
百
万

円
以
内

寸
融
資
期
間

5
年
以
内
(
交
通
遺

児
草
壁
お
よ
び
母
子
容
胞
の
刀
は
6

年
以
内
)

行

v
利

率

年
5

噌

7
M
U

門

v
返
済
方
法
毎
月
九
札
均
等
返
済

マ
取
扱
期
間
口
月
ら
制
年
4
月

マ
問
い
合
わ
せ
先
国
民
金
融
公
庫

小
田
開
支
出
附
(
電
語
。
四
六
五
目

一
じ
五
)

性
環
境
に
対
す
る
評
倍
、
山
町
宅
改

務
計
画
の
有
無
な
ど
キ
議
査
す
る
昭

和
日
年
位
宝
需
要
実
話
詞
査
(
建
設

省
)
が
、
日
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で

行
わ
れ
る
σ

対
象
と
な
っ
た
世
帯

(
約
七
円
世
帯
)
は
、
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
謀
住
宅
慎

(
内
線
四
六
回
)
ベ
。

申
告
続
得
税
第
2
賠
分
の
納
期
は

ま
た
、
委
員
会
の
椿
成
は
行

政
、
市
議
会
、
教
育
奪
回
円
、
体

育
凶
体
、
学
校
、
高
工
会
議

所
、
農
業
協
間
総
合
、
自
治

会
、
柏
崎
市
祭
、
目
出
総
会
、
旅
館
組

合
か
ら
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

の
方
々
、
お
L

品川一
)
A
f
識
経
験
者

(
男
・
女
)
と
地
一
応
の
県
議

会
議
員
の
方
々
と
な
っ
て
い
ま

す。
今
後
は
、
燥
が
十
一
汚
か
ら

日
月
却
日
(
水
)
と
な
っ
て
い
る
。

期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
た

、。し
な
お
、
振
替
納
税
制
度
が
あ
る
の

で
、
ご
利
用
を
。

問
い
合
わ
せ
法
、
若
堵
税
務
審
管

理
第
2
部
門
(
竜
話
口
J

一
円
。
δ

門
綿
一
一
一
一
…
一
)
へ
。

労
働
者
を
1
人
で
も
使
用
す
る
事

業
所
は
、
必
ず
労
糊
保
険
に
加
入
レ

注
プ
つ
し
ま
江
主
訟
!
1
0

2
l
t
j
:
J
b
t
L
 

ま
だ
加
入
一
Z

続
き
が
済
ん
で
い
な

い
事
業
士
は
、
至
急
子
続
き
を
。

問
い
合
わ
セ
は
、
平
塚
労
働
基
準

監
督
署
(
電
話
担
問
六
0
0
)
へ。

県
立
平
塚
筒
淳
職
業
技
併
校
で

は
、
訓
練
生
を
募
集
す
る
ロ

〔
中
高
半
齢
者
の
た
め
の
ワ
ー
プ
ロ

教
家
}

マ
目
指
合
唱
え
同
日
月
四
日

(
金
)
守
前
9
時
i
午
後
4
時
、
出

日
(
土
)
午
前
9
時
1
ロ
時
晴
第

2
知

日

月
9
日
(
入
管
)
今
前
9
時

、
午
後
4
時
、
日
口
(
七
)
ぺ
前
9

写
j

z
寺

日
:
1
5

7
会
場
県
立
一
軍
単
一
間
等
職
業
技
術

占万八キ

く時間在会総立設の会員委数誘図。om円

。

各
市
町
村
に
対
し
希
望
す
る
会

場
謁
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

甚
一
に
昭
和
六
「
四
年
浅
か
ら
六

「
五
年
度
に
か
け
て
調
整
し
、

各
市
町
村
マ
の
相
円
台
す
る
会
場
を

決
定
し
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
平
民
市
が
国

体
会
場
と
な
る
よ
う
努
れ
心
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
体
脊
談
)

マ
内
容
ワ
}
フ
ロ
の
基
本
揖
作
と

樺
単
な
文
章
作
成

マ
対
皐
品
歳
以
上
白
方

マ
定
員
各
回
と
も
加
入
(
先
着
順
)

{
再
就
職
促
嘩
特
別
耕
輔
金
〕

ヤ
訓
練
期
間
昭
和
白
年
1
月
四
日

1
3河
口
日
(
毎
潮
時
月
曜
日
i
金
曜

日
)-

時
間
午
前
8
時
日
分
S
午
後
4

時
四
分
(
ホ
曜
日
ロ
の
み
午
前
8
時
日

分
、

J

午
佳
2
時
加
分
)

V
会
場
県
立
平
塚
高
等
職
業
技
術

校マ
訓
練
コ
ス
配
管
日
入
、
タ
イ

ル
れ
ん
が
施
工
山
人
、
管
装
叩
人

マ
対
象
話
題
以
上
回
議
未
満
で
一
一
席

用
慌
険
受
給
緊
縮
の
あ
る
方
、
お
よ

ひ
特
定
不
況
業
種
の
離
職
者
で
雇
用

保
険
受
給
資
格
の
あ
る
万

申
し
込
み
は
、
い
す
れ
も
同
↑
南
等

職
業
技
柑
校
(
電
話
回
!
一
九
一
一

一)へ。

教
笠
を
開
聞
く

マ
日
時
日
月
刊
四
日
(
七
)
午
前
9

時
却
分
〈
〉
日
時
却
分

守
会
場
県
農
業
会
輯
(
駅
構
口
)

マ
講
師
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大
船

植
物
議
様
田
朗
彦
氏

円

v
内

容

冬
m
V
M
但
木
の
手
入
れ

マ
問
い
合
わ
せ

ι

山
氏
県
湘
高
欄
主
セ

ン
タ
ー
(
窓
話
回

i
O
E
九一一一)

一
鍵
車
駅
電
話
サ
j
ど
ス
…

神
奈
川
県
保
険
保
協
会
(
電
話
δ

四
五
i

四
五
一
一
一
一
同
一
)
で

は
、
担
時
間
電
話
を
通
し
て
耀
震
を

届
け
る
憶
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
電
語
。
四
五
2

四
五
一
一
一
て
一
一

-
一
)
を
行
っ
て
い
る
。

v
u月
の
テ
ー
マ
(
月
)
溶
連
詩

感
染
師
、
〈
火
)
暁
党
の
異
常
、

(
水
)
菌
科
治
痩
と
金
属
ア
レ
ル
ギ

ー
、
(
点
)
子
供
心
包
皮
炎
、
(
金
)

ハ
セ
ド
ウ
唱
、
〈
と
@
口
)
床
ず
れ

県動物保護センタ (電話58---3411)では、
制えなくなった犬、描の巡回収容を、今l'主も次
0)日4慢で千fう。

当日、えを出される方は印鑑、犬の鑑札、注
射持票、費犬手艇を持事し、躍については、麻
設かダンボール箱に入れていただきたL、

なお、収蒋車の停留時間は10分間。
また、た、箔についての苦情、把誌や野:ミの

捕獲依頼も問センタ ヘo

の
慌
(
寺
官
理γ

A
W叫

く〉臼草室

11 ):1 18日

{金)ダイク

マ、25日(金)

とど1、 12J-1 

13日(火) ，~F 

iヒrJ、 17

糸仁丹

ノ¥--)レロート、 24日 (土)駅jヒロ

10B 手 ~15時

く〉ご協力ありがとうございました (10汚)敬和時

東海大学、火口工業、 t日中寄金胤、ハイ口ッ k、 A

コ ブ粗布、 V塚ライオンスクラブ、山口J特挟企属、

日本クラウンコルク、 H本エア フ riレター(間体のみ)

(
敬
称
略
)

マ
社
合
福
祉
義
金
へ

e

中
原
地
戸

社
会
補
祉
協
議
会
一
万
五
千
円
、

日
本
皐
月
協
会
苧
場
支
部
二
一
万

円
、
日
入
金
一
千
円
、
川
口
ヨ
シ

一
万
円
、
中
村
伝
五
郎
一
千
円
、

名
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
千

六
百
四
十
九
円
、
花
山
荷
六
円
七

十
一
円
、
つ
く
し
肴
世
話
家
政
婦
紹

介
所
(
万
円
、
桝
戸
高
居
一
千

六
百
四
十
五
円
、
社
会
福
祉
揖
募
金

諮
問
千
九
百
一
一
十
五
円
、
懐
旧
出
住

江
二
千
円
、
神
部
活
属
一
万

円
、
花
水
老
ァ
ー
人
大
学
向
窓
会
問

τ

八
百
五
iγ
五
円
、
リ
サ
イ
ク
ル
大
も

れ
陽
万
円
、
ハ
ブ
レ
ス
ト
ラ
ン

よ
し
一
一
十
万
円
、
森
氾
清
一

千
八
討
六
十
九
円
、
誠
和
昨
品
A
I

L
-
万
円
、
佐
藤
医
院
一
万
八
千
一

百
九
十
一
円
、
土
日
持
寿
F

一
F

門
、
平
田
正
雄
百
万
円
、
樫
戸
泉

デ
五
千
円
、
神
奈
川
福
祉
事
業
協

会
一
百
万
円
、
匿
名
(
一
一
件
)
五

万
六
千
七
十
四
門

マ
社
金
鴇
祉
へ
・
磯
崎
輝
夫
一
一

千
円

マ
恵
ま
れ
な
い
子
へ
号
機
時
勉

一
千
円

マ
芦
通
遺
児
へ

し外と A EIJ t~ でらり本遊 メ話時恥 いものての しのたす争
て 向家君と象とすかすをぶ F 帆ゐ媛滋畿滋， A う…寸理し i車 A ょ f原 A 。多子
、的事~こそ法?とる主主よ 討議綴緩綴穣豊富lメ?也 君ば lま出ま休王者う性君全く f共

い今をほろ与発会j いこ丸:り ハ議テく野容怒号Ifむ〉 りかく長い後は o fこを自は σ
こ対がえに作うとだ~ to酌議主 -!."A動資 γ り、問ま奇小 つ例はをこ

門守詰詰;15h澄笠ど君空 5225均三日間自
イ A 訟でのでいで約でをで務務長持堅議議 開 銅 器 謀 議 で いしさ言な弓 3，て否の談ヲ 君父き母しと、な、高 山川γ..'..，.........'...............珂押 友 ←て親く。 て に 問 に

しに的ば貌たいみ性どい入所棋にィヂ哲也 d競泳 c一 連 とみがな li み F陥題見
て対・きは。うん矯ちたで fE.'ii宇佐~細部脳級4 と 、てそっ月 まイ共つでえ

審議曙ー寝屋封殺 ， 

qz そ日品目ゎ安芸 γ繍閉所 iZ553F 主 ~t~~i ~ーさ持活三
と つのりょ総のてにたいは 〈いこ家にがしと銭つの先年

宮己主主日主芝草雪主急三 子供の個性 雪 fSE弓色合三子五塁手走
替る歩んし f 書 い た ち で か ー わ 良 会 的 うてでて t:;， で学て的、形に、は雲な

芝草崎。三控室主枠雪'9;ぷ方れい痛な でしき主 主 等 主 な 主 主 外 語 4bJ
-ziEfizf展望日間55rii二七日izii前日

づ身 れけ人、供の れな"，思く社向 ょっ校とてとでじのしう教君 主司
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